
事例４ １年 比例「比例する量」                 
 

（１）JSL 生徒に対してこの課題を実施するねらい 

 本課題は，小学校で学んだ比例を復習しながら，中学校での比例の扱い（式で定義する

こと）や，表・式・グラフの関連性について学ぶ場面である。中学校で学ぶ数量関係の最

初の場面であり，対象生徒の学習履歴を確認するとともに，対象生徒の実態を見極める機

会となる。 

 

（２）既習事項の確認 

 加法・減法・乗法・除法（整数・小数・分数）  倍数 

 比例（小学校で学習した比例）  文字で表すこと 

 表を横にみる（２倍，３倍になると…，２倍，

３倍…） 

 グラフの意味（横軸・縦軸，点をプロッ

トする，折れ線で結ぶ等） 

★小学校での比例の学習は，「数量関係」における伴って変わる量だけでなく，「数と計

算」における乗法（整数，小数，分数）の演算における比例の考えなど，さまざまな場面

で学習をおこなっている。したがって，母国での学習履歴を確認しつつ，比例の意味の

理解の程度について確認する必要がある。 

★小学校から数量関係における学習で表やグラフを学んできている。この点についても，

具体的な事象を通して，表やグラフのかき方・よみとり方についての理解の程度を把握

する。 

 

（３）留意したい語彙・表現・言い回し 

数学科の表現 
 

               ○比例を表す式○ 

ともなって変わる２つの変数χ，ｙの関係が，次のような式で表されるとき， 

ｙはχに比例するという。    ｙ＝ａχ （ａは比例定数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

      定義は最後に出てくるので，それまでの説明とてらしあわせて読む。 

      主要素（ｙはｘに比例する，ｙ＝ａχ，ａは比例定数）を必ずおさえる。 

      長い文は要素で切ったり（／），修飾-被修飾の関係を明らかにしたりして理解を助ける。 

 

何が何を修飾しているのか分からない！ 

  

例（ともなって変わる）２つの変数χ，ｙの関係が… 

    ＊χもｙも一緒に変化する，という意味 
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（４）数学的な考え方と活動の流れ  

比例する量                     〈１年〉【比例】

課 題 

 直方体の形をした水そうに水を入れていきます。５分で１０ｃｍのところ

まで入りました。同じように水を入れ続けていったとき，入れ始めてからの

時間と水の深さはどのように変わりますか。また，あふれないようにするに

は，何分までに水を入れるのを止めたらいいですか。 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 数学的な 

考え方    ○ ○  ○  
 
 

 目 標 

具体的な事象のなかに比例の関係になる２つの量があることに気づき，２つ

の量を表・グラフ・式に表現して，その特徴をよみとったりすることができ

る。また，比例定数の意味や変数，変域の意味を理解する。 
 
 
 
 
 
■ 活動の流れ 

数学的な考え方  学習活動 

４ 理想化・抽象化する 
 ① 水そう（直方体）に水を入れるとき，時間

にともなって変わる量を探し出す。 
  ↓ 

７ 図・表・式・グラフに表現したり，

よみとる 

 ② 水そうに水を入れるとき，時間と水の深さ

の関係を図や表，グラフに表現する。 

  ↓ 

７ 図・表・式・グラフに表現したり，

よみとる 

 ③ 時間と水の深さについてどんなことがい

えるか説明する。また，水があふれないよ

うするには，何分後に止めればよいか，考

える。 
  ↓ 

７ 図・表・式・グラフに表現したり，

よみとる 

 ④ 表を横によむだけでなく，縦によむことに

よって，時間と水の深さの関係を言葉の式

で表す。 
  ↓ 

５ 一般化する 
 ⑤ 言葉の式から，文字の式に表現すること

で，比例の定義を見直す。 

 
■ 準備するもの 
 水槽（直方体），水，水を入れる容器   
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■ 学習活動と具体的な支援の例 

 学習活動 支 援 ▲JSL 支援事項△留意事項

<お風呂の水入れの場面> 

Ａ：5 分間で 10ｃｍのところまで入ったよ。 

Ｂ：底から 50ｃｍのところで水を止めてね。 

Ａ：水を入れ始めてから何分後に 

水を止めればよいかな？  

 

 

導 

 

入 

①水そう（直方体）に水

を入れるとき，時間にと

もなって変わる量を探

し出す。 

 

「水そうに水を一定の量を入れ

ていくとき，時間が変わると何が

変わるかを挙げてみよう。」 

Ｓ：水の深さ 

Ｓ：容器に入っている水の量 

Ｓ：水が入っていな部分 

 

図１ 水がたまっていく様子 

水の深さ（ｃｍ）と時間（分） 

    

 時間 0     5     10     15   25  

 
表１ 時間と水の深さの関係 

時間（分） 

水の深さ（ｃｍ） 

▲場面がわかるように，図を使いなが

ら言い換えをする。 
・一定の量 
⇨同じ量を入れていくんだね。 
⇨１分に２ｃｍずつ入れていくんだね。

 
 
 
 

△図１を，水の量をＴＰシートで動きを

つけながら示す。「今，水はありません，０

（ゼロ）です。入れます，入れます…５分たち

ました。深さ（たまった部分を指して）は何ｃｍ

ですか？」 

     ↓ 

△表１の項目を確認。5 分（10ｃｍ），10

分（20ｃｍ）…と図を確認しながら記入

する。 

▲数の変化を音読する。 

            

 

展 

 

開 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

②水そうに水を入れる

とき，時間と水の深さの

関係を図や表，グラフ

に表現する。時間と水

の深さについてどんな

ことがいえるか説明す

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

＜課題提示＞ 
「時間にともなって水の高さが

変わることから，水の深さの変わ

り方を図や表，グラフに表してみ

よう」 
○表のよみとり 
（表の数値を確認しながら，横に見

たときの２つの数量の関係をとらえ

る） 
 
Ｓ：時間が２倍，３倍，…になれば，

それにともなって，水の深さも２倍，

３倍，…になる。 

Ｓ：時間と深さは比例している。 

 

▲図，表，グラフの違いを確認する。

▲表１に何をどこに記入すればよいか理

解しているか確認する。 

▲表１から，時間と水の深さの関係をよみ

とる方法を確認する（小学校の復習）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 

20 
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 学習活動 支 援 ▲JSL 支援事項△留意事項 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③水があふれないよう

するには，何分後に止

め れ ば よ い か ， 考 え

る。 

 
 
 
 
 
 
 
④表を横によむだけで

なく，縦によむことによ

って，時間と水の深さ

の関係を言葉の式で

表す。 

この２つの数量の関係を比例といい

ましたね（小学校の復習）。 

 

○グラフのよみとり 

 

 

Ｓ：印をつけた点は直線上に集まる。 

比例のグラフは直線になる（小学

校の復習）。 

 

 

「水があふれないようするには，何分

後に止めればよいですか」 

Ｓ：水そうの高さが５０ｃｍになるときの

時間を考えればいい。 

Ｓ：表から考える。 

Ｓ：グラフから考える。 

 

 

 

「時間と水の深さはどのような

関係になりますか。言葉で表して

みよう」 

Ｓ：時間の数量を２倍したら，深さの

数量になっている。 

Ｓ：深さを時間で割ったらいつも２に

なる。 

「式で表すとどうなるかな？」 

 

Ｓ：（深さ）＝２×（時間） 

Ｓ：（深さ）÷２＝（時間） 

Ｓ：（深さ）÷（時間）＝２ 

 

 

      2 倍  3 倍   ４倍 

 

時間（分） ０    ５   １０   １５    ２０  

深さ（ｃｍ） ０   １０   ２０   ３０    ４０  

         
2 倍  3 倍   ４倍 

 
 （  上から下へ「２倍」と記入） 

 
▲横軸，縦軸の意味や，印をつける（点

をプロットする）方法を確認する。 
 

△グラフにプロットする点は小数でも

確認し，直線上にあることを確認。 
 
 
 
 
▲深さが５０ｃｍのときの時間を表や

グラフから多様な方法で求めることが

できることを確認する。 
 
 
 
 
 
 
 

△表から，時間と深さの関係に気づ

かせる。 
 

▲「～は～の～倍」；「４は２の何倍？

２倍ですね」等，簡単な例を示す。 
＊４は２の倍です（２倍の意味） 
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 学習活動 支 援 ▲JSL 支援事項△留意事項

 

 

 

ま

と

め 

⑤言葉の式から，文字

の式に表現すること

で，比例の定義を見直

す。 

時間をχ（分），そのときの深さ

をｙ（ｃｍ）とすると， 
 ｙ＝２×χ 

 

 χ（時間）やｙ（水の深さ）の数は，

５分，１０分…，１０ｃｍ，５ｃｍ…

と変わります。いろいろな値をとる（変

わる）数，「変数」といいます。 

 時間を２倍すると水の深さ，時間を

２倍すると水の深さ，これは変わりま

せん。この２を変わらない数，「定数」

といいます。 

△言葉の式と対応させる。比例定数が

今回の事象では何を表しているかを

表やグラフと関連づける 

 

△<言葉の式→文字の式>にする。 

水の深さ＝２ ×（水を入れ始めてからの）時間

  ↑               ↑ 

  ｙ               χ 

（水の深さを ｙ，時間をχ にすると…） 

     ｙ    ＝  ２ × χ 

（×かける は，はぶいていいから） 

ｙ   ＝  ２    χ     

↑      ↑    ↑ 

変数    定数（a） 変数   

  

△定数と変数の意味 

 

▲表に戻って上下の矢印を指しながら，

定数２の意味を確認する。 

△「比例」の概念が使える他の事例も

考えてみる。 
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